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26 年度 決算の状況
会計区分 歳　入 歳　出

国民健康保険 209億 4,733万円 219億 1,567万円
後期高齢者医療 16億 5,939万円 16億 2,842万円
介護保険 182億 5,715万円 180億 1,338万円
岩木観光施設事業 2億 1,265万円 3億 1,196万円

特別会計
　特別会計は、保険料や使
用料など特定の収入があ
り、その収入を支出に充て
て運営していく事業につい
て、その事業にかかるお金
の流れを分かりやすくする
ために、一般会計とは分け
て管理しています。
　本年度、弘前市では４つ
の事業があります。

27 年度 歳入歳出予算の執行状況
会計区分 予算現額 収入済額 収入率 支出済額 執行率

国民健康保険 264億 2,467万円 94億 6,981万円 35.8% 115億 1,216万円 43.6%
後期高齢者医療 16億 7,477万円 5億 3,118万円 31.7% 5億 4,236万円 32.4%
介護保険 188億 2,447万円 74億 5,746万円 39.6% 75億 7,678万円 40.2%
岩木観光施設事業 1億 9,169万円 0万円 0.0% 1億 2,175万円 63.5%

（平成27年９月30日現在。26年度か
らの繰越分を含む）

一般会計　27年度 歳入歳出予算の執行状況 （平成27年９月30日現在。26年度か
らの繰越分を含む）

一時借入金残高の状況市債の状況

市有財産 （平成27年９月30日現在。
水道、下水道、病院を除く）

（平成27年９月30日現在。
水道、下水道、病院を除く） ０円

　一時借入金とは、一会計年度内に、歳計金額
が不足した場合、その不足を補うための借入金
で、当該会計年度内に償還されます。

　市債とは、市が多額の経費を要する事業を行う場合に、国などか
ら借り入れをするもので、その借入金を財源として事業を進めてい
ます。この借入金は、長期にわたり計画的に返済を行うことから、
世代間の公平化が図られます。

（平成27年９月30日現在）

土地 1,449万 7,689㎡
　うち山林 762万 5,000㎡
建物 69万 3,164㎡
有価証券 2億 3,962万円
出資による権利 8億 1,134万円
債権 4億 3,871万円

基金

現金 74億 4,985万円
国債等 22億 5,151万円
立木 13万 3,386㎥
土地等 6万 7,441㎡

自動車 363台

土木　　（192億3,097万円）
教育　　（108億5,707万円）
総務　　（ 37億2,404万円）
公営住宅（ 27億1,591万円）
市民会館（ 26億8,476万円）
庁舎　　（ 20億6,451万円）
衛生　　（ 19億6,699万円）
給食　　（ 19億3,904万円）
消防　　（ 18億1,491万円）
農林水産（017億7,684万円）
その他　（312億8,604万円）

下水会計（451億7,435万円）
水道会計（163億4,211万円）
病院会計（ 15億   777万円）

市民一人当たり  81万円　　　一世帯当たり  180万円

一般会計
特別会計

800億6,108万円

630億2,423万円

企業会計

　　　市税 民生費

土木費

総務費

教育費

公債費

商工費

消防費

その他

農林水産業費

国庫支出金

地方消費税

　　繰入金

県支出金

諸収入

繰越金

その他

地方交付税

市債
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196億6,843万円（115億5,409万円／５8.7%）

197億8,840万円（1４2億2,473万円／７１.9%）

163億8,792万円（52億7,058万円／32.2%）

138億2,230万円（0万円／0.0%）

56億2,519万円（10億5,701万円／18.8%）

３5億2,653万円（4億9,684万円／１4.1%）

  14億８,106万円（０万円／０.０%）

31億4,0００万円（20億259万円／63.8%）

21億３,988万円（21億３,988万円／100.0%）

29億3,690万円（13億5,812万円／４6.2%）

123億3,732万円（44億515万円／35.７%）

110億3,039万円（38億８,050万円／35.2%）

83億6,204万円（41億9,106万円／50.１%）

７6億３,240万円（33億7,106万円／44.２%）

41億1,123万円（24億８,924万円／60.5%）

２4億628万円（12億4,277万円／５1.6%）

２0億1,346万円（7億177万円／34.９%）

10億4,562万円（4億8,543万円／46.4%）

歳入 歳出

予算現額 
885億1,661万円

収入済額 
381億384万円
（43.0%）

予算現額 
885億1,661万円

支出済額 
356億8,718万円
（40.3%）

（億円）

衛生費

（億円）
250 200 150 100 5050

299億3,460万円（1１4億7,370万円／38.3%）

9６億4,327万円（34億４,650万円／35.7%）

項　目 金　額 決算上の区分
給与収入 202 万円（201 億 3,738 万円）市税

アルバイト収入 58 万円（ 57 億 8,541 万円）市税、繰入金および繰
越金以外の自主財源

親からの援助 453 万円（452 億 7,460 万円）市債以外の依存財源

貯金取り崩し 29 万円（ 29 億 2,809 万円）繰入金
ローン   80 万円（  80 億 3,750 万円）市債
繰越金 15 万円（ 15 億 3,035 万円）繰越金
合計 837 万円（836 億 9,333 万円）

項　目 金　額 決算上の区分
食費 90万円（ 90億 315万円）人件費
医療費 208万円（207億 9,601万円）扶助費
光熱水費 96万円（ 95億 6,569万円）物件費

仕送り 49万円（ 49億 1,025万円）繰出金

保険料、町会費な
ど 178万円（177億 4,772万円）その他

ローン返済 86万円（ 86億 256万円）公債費
自家用車の購入 99万円（ 99億 3,836万円）普通建設事業費
貯金 10万円（ 9億 8,971万円）積立金
合計 816万円（815億 5,345万円）

お父さんとお母さんが働いて稼いだお給料です。

お兄さんは家計を助けるためにアルバイト
をしています。

　毎年財政状況についてお知らせしていますが、市民の皆さんか
ら「用語が難しい」「ケタが大きすぎてイメージがわかない」な
ど分かりづらいという意見があります。そこで、もっと分かりや
すく、身近に感じてもらうために、平成26年度の一般会計決算
（3ページに掲載）を一般家庭の家計簿に置き換えてみました。
※家計簿の１万円が実際の１億円に当たります。（　）内は、実
際の決算額です。

おじいちゃん・おばあちゃんから援助して
もらっています。

貯金を少し下ろしました。

車を購入するためにローンも…。

前の年の残りがありました。

この年の収入は 837万円でした。

家族の食費。

病院代や薬代。これで元気回復！

水道・ガス、電気代など

保険料、町会費などもかかります。

ローンを組んでいるので、返済しなくっちゃ。

生活を便利にするため自家用車を購入。

将来のために、貯金もしました。

専門学校生の妹は東京で一人暮らし。仕送
りをしました。

この年の支出は 816 万円でした。収入
（837万円）との差額の 21万円は、次の
年に使います。

支出 26年度一般会計の歳出（性質別）を置き換えたものです。

収入 26年度一般会計の歳入を置き換えたものです。

弘前さん一家の家計簿

　このように、弘前さんの家庭では、家族で稼
いだお金（市税、諸収入など）だけでは支出の
すべてを賄うことができません。

　そのため、親からの援助（地方交付税など）
や借金（市債）がどうしても必要な状況にある
のです。

※一例として示しています。

お父さん
会社員

お母さん
会社員

お兄さん
大学生

妹
専門学校生
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